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計画学’99(熊本)

計画学SS
＆

計画学小委員会WS
＆

「情報化・効率化小委」WG5
＆

「交通シミュレーション委」JSTE.sim

経緯説明
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活動の経緯　－　土木計画学スペシャルセッション(SS)

①1996(室蘭工大)
「交通ネットワークフローの再現を目指して」

森津(神戸大)「交通ネットワークフローの再現を目指して」
久保田(埼玉大)他「交通インパクト評価のためのトラフィックシミュレーションシステムの開発」
内田(東北大)「経路選択を内生化したネットワークシミュレーションと共通プラットフォーム」
中辻(北大)他「計測データを基にした交通マネジメントシステム」
中辻(北大)他「クラス概念を用いた交通流シミュレーションのモジュール化」
塚本(大産大)「モデルの改良・拡張を目的とした共通プラットフォームのあり方」
吉井(東大)他「ネットワークシミュレーションモデルの適用と評価」
松本(名城大)「交通ネットワークシミュレーションモデルの検証について」

→　各大学等における「交通ネットワークシミュレーション」
　　の開発･利用への取組みの紹介と問題提起
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②1997(長岡技大)
「交通シミュレーションモデルの実用化に向けての課題」

赤羽(千葉工大)他「交通シミュレーションモデルの実用化に向けての課題」 　※
久保田(埼玉大)「新しい交通ネットワークシミュレーションに向けて」
朝倉(愛媛大)「交通ネットワークシミュレーションモデルの課題」
高山(金沢大)「交通ネットワークシミュレーションモデルの検証課題」
吉井(東大)「交通ネットワークシミュレーションモデルの検証」
内田(東北大)「交通ネットワークシミュレーションモデル開発における検証の意義」

→　(開発/評価/利用の手続きの)標準化を目指した活動の端緒
　　「実用化」のための課題
　　検証(Verification & Validation)の必要性

→　土木学会計画学小委員会ワークショップの発足へ(1998年度～)

活動の経緯　－　土木計画学スペシャルセッション(SS)
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③1998(立命館大)
「交通シミュレーションモデルの実用化に向けての課題」
～ベンチマーク(BM)データを用いた検証の推進～
赤羽(千葉工大)「交通シミュレーションモデルの実用化に向けての課題

～ベンチマーク(BM)データを用いた検証の推進～」
吉井(東大)「交通シミュレーションの実行手順ならびに現状の問題点」
堀口(熊谷組)「シミュレーションモデル標準化のためのベンチマークデータの整備と公開」
宮本(IBS)「ベンチマークデータの課題」
森津(神戸大)「交通シミュレーションモデル用ベンチマークデータの拡充に向けて」
内田(東北大)「ベンチマークデータ公開のための枠組み」

→　Validationのための「BMデータ」整備の必要性
←→　情報交換の場(Clearing House)の必要性

→　1998年度発足の「道路利用の情報化・効率化小委員会」WG5
　　　と　計画学SS／WS　の連繋

活動の経緯　－　土木計画学スペシャルセッション(SS)
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④1999(熊本大)
「交通シミュレーションモデルの標準化に向けての課題
～Clearing Houseでの情報交換によるモデル検証の支援～」
赤羽(千葉工大)「交通シミュレーションモデルの標準化に向けての課題

～Clearing Houseでの情報交換によるモデル検証の支援～」
内田(東北大)「『道路交通シミュレーションクリアリングハウス』の概要」
船山(千葉工大)他「『道路交通シミュレーションクリアリングハウス』の運用方法」
吉井(高知工大)他「VerificationとValidationを通したモデル標準化に関する活動」
井ノ口(名古屋大)「ベンチマークデータ利用の成果と課題」
坂本(埼玉大)「Clearing Houseの存在意義とデータ精度に関する考察」
佐藤(パシコン)「Clearing Houseにおける情報交換のあり方」
貞広(東大)「東京大学空間情報科学研究センターにおける空間データ交換システムの構築」

→　CHでの情報公開・利用の方法・ルール
　　(Verification/Validation/BMデータ)

活動の経緯　－　土木計画学スペシャルセッション(SS)
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活動の経緯　－　計画学小委員会ワークショップ(WS)

1998年度～2000年度
「交通シミュレーション実用化促進」(世話人：赤羽(千葉工大))

独自の活動：
　・計画学におけるSS開催(('97), '98, '99)の実質的な母体
　・1998年9月(神戸大)土木学会全国大会時に「交流会」...

　・その後→「情報化・効率化委員会WG5」と共同活動を中心
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活動の経緯　－　「道路利用の情報化・効率化小委員会」WG5

1998年度～2000年度
「情報化・効率化委員会(内山委員長)」※

評価ツールワーキング(WG5)：桑原WGリーダ
・「WG5＋WS」合同会議

第1回：1999/2/1 第9回：2000/1/31
第2回：1999/3/4 第10回：2000/3/17
第3回：1999/4/16 第11回：2000/5/11
第4回：1999/5/24 第12回：2000/7/13
第5回：1999/7/15 第13回：2000/9/14
第6回：1999/9/27 第14回：2000/10/31
第7回：1999/10/25 第15回：2000/12/9
第8回：1999/12/14

・土木計画学ﾜﾝﾃﾞｰｾﾐﾅｰ18「ITS～効率的な道路利用に向けて」2000/1/10
・土木計画学ﾜﾝﾃﾞｰｾﾐﾅｰ23「ITS～効率的な道路利用に向けて(2)」2001/1/10
・土木計画学ｼﾝﾎﾟｼﾞｳﾑ37  「安全かつ円滑な道路交通空間をITSで

達成できるか？」2001/5/10-11
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活動の経緯　－　科学研究費　基盤(C)企画調査

1999年度・2000年度
「道路ネットワーク交通流シミュレーション作成プロセス
標準化ワークショップ企画調査」(研究代表者：内田敬(東北大))

土木学会の委員会/WSの枠組みを離れた議論
・標準化の概念・意義・目的/認証
・交通管理分野との協調・融合
・Voluntary活動の限界/継続性ある組織・運営・ビジネス
・情報提供・交換・更新・追加

1999/11/27-28宮城・仙台作並meeting
2000/8/3-4 北海道・支笏湖meeting
2000/12/7-8 石川・山代meeting

2001年度
「道路ネットワーク交通流シミュレーションの適用性比較
調査研究委員会の企画調査」(研究代表者：内田敬(東北大))

2001年度
「道路ネットワーク交通流シミュレーションの適用性比較
調査研究委員会の企画調査」(研究代表者：内田敬(東北大))
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活動の経緯　－　交通工学研究会(JSTE)へ

計画学SS

計画学WS
内山委WG-5

'96

'98

'99

'00

'01

IATSS
シミュレータ比較

'97

科
研
費

JSTEシミュレーション委員会

(MLIT) (NPA)
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活動の経緯　－　交通工学研究会(JSTE)へ

第2部会（部会長：　宇野伸宏）
　・交通シミュレーションの適用事例の収集，プラクティス集
の作成，Ｖａｌｉｄａｉｏｎ例の収集を担当する．

第3部会（部会長：　大口敬）
　・Ｖａｌｉｄａｔｉｏｎ用データセットの整備を担当する．

第4部会（部会長：　中野敦）
　・ＦＡＱ集など，クリアリングハウスにおけるユーザーイン
ターフェースの企画，運用を担当する．

第１部会（部会長：　吉井稔雄）
　・Ｖｅｉｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ手法の整備とＶｅｉｒｉｆｉｃａｔｉｏｎ例収集を担当す
る．

運営幹事会
　・準備会委員と４部会長で構成
　・クリアリングハウスの運用管理を含む（主担当：堀口良太）

交通シミュレーション委員会（委員長：　桑原雅夫）
　・委員会総会は年2回程度開催する．
　・委員会全体の議論と成果とりまとめの場とする．
　・認証制度に関する当面の議論の場とする．

公募制
(自主研究委)
→97名
＋9名(幹事会)

・第1回総会
・各部会開催
・第13回交通技術セミナ
「交通シミュレーションの
　利用促進へ向けて」
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1. 仕様の決定

2. モデル化

4. 挙動の確認（Verification）

3. プログラム化

5. 再現性の検証（Validation）

7. 評価の実施

6. パフォーマンスチェック

(主としてWG+WS5)これまでの主な成果

・検証プロセスの確立
・各モデルの検証結果比較

Verification検証用マニュアル策定

道路交通
シミュレーションシステム
クリアリングハウス
の公開(一部English)

標準データセット整備
適用事例収集(8モデル45事例)
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科研費meetingの目的・意義

長期ビジョン・新しい展開へ

幅広い/自由な意見交換


